
みんなが楽しめる街  
泉中央を目指して  

宮城学院女子大学  

現代ビジネス学科  土屋ゼミ  



紙媒体での発信から  
WEB媒体での発信へ！  

• 当初は紙媒体でのバリアフリー情報発信を予定していましたが、 

 インターネットが盛んに使われるようになった現代に合わせて 

 SNSアカウントを通じてバリアフリー情報を発信する方向へ！ 

 

⇒多くの車いす利用者、多くの若者の関心を持ってもらう 

 多くの人々にバリアフリーに関心を持ってもらう 



活動報告１．  
現場でのバリアフリー学習  

•観光ツアー会社 株式会社旅日記様訪問 

 9月中旬 

 地域の調査方法、調査する上での注意事項等様々な視点から話を伺いました 

  

・調べる項目リストを作成する  

・車いす利用者の視点で調査を行う⇒車いすに乗りながら調査 

・バリアフリーでなくても車いす対応してくれる店舗か？ 

・ます自分たちにとって身近な学校のバリアフリー環境はどうなっている？ 

 



活動報告２．現地調査  

• 5週間かけて泉区の調査 

 9月下旬～12月上旬 

 泉中央駅構内の調査をはじめ、大型商業施設 Ario、SELVA、カラオケ、 

 コンビニエンスストア、カフェ、図書館、スタジアム等を調査 

 

 ⇒スマートフォンで写真を撮影⇒バリアフリーコンテンツとして収集 

 ⇒女性の車いす利用者の視点に立ち、情報を収集 



・Ario, SELVA 現地調査写真 
車いすの収納場所、トイレのドア、棚の高さ、
入り口の広さ・幅、手すりなどを調査 



・A DEMAIN 
 (アドゥマン) 



活動報告３．  
SNSアカウントを通じての情報発信 

•収集した情報を、12月からSNSアカウント 

  (Instagram、Twitter)を通じて情報発信 

 

Instagram▶@barrierfreemg 

 Twitter▶@MGBz6 

 

 

 



 
今後の活動について  

•今後もバリアフリー情報の発信を継続！ 

これからも多くの人々にバリアフリーに関心を持ってもらいたい！ 

多くの車いす利用者に情報を活用してもらいたい！ 

⇒活動範囲も泉区だけでなく、どんどん拡大していく 

 

みんなが楽しめる街・泉中央であることはもちろん、 

みんなが楽しめる街・仙台を作りたい！ 


